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手を開いた親指の部分を首、他の4本を翼にして、鳩を表徴している。

鳩は平和と共に伝書鳩の速力と正確さを表徴する。

下の楕円は大地を意味し、技術がしっかりと地についたものであること

を求める。

心、技、体の 3つが立派に調和した姿を青年諸君に強く期待する。

私はこのような心持でこのマークを作ったのである。

昭和42年 盛夏               赤 澤 鎗太郎

作家のご紹介

元 京都高等工芸学校助教授

元 京都市染色試験所図案部長

●表紙写真 :函館全景とハリストス正教会・金森倉庫群
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あ い さ つ

財団法人 日本バ ドミントン協会

会長桜 内 義 雄

第24回全日本高等専門学校バ ドミントン選手権大会が、日本最初の貿易港として140有余年の長い

歴史を持つ国際観光都市、ここ函館の地で函館市民体育館を会場に開催されますことは、まことに

ご同慶に堪えません。

全国各地区の予選を勝ち抜かれ、晴れて代表の座を手にした選手諸君は、日頃の練習成果を存分

に発揮され、全力を尽くして正々堂々と試合をし輝かしい成績を上げられますことを心より期待 し

ております。

本大会は競技技術の向上はもとより、心身の健全な成長を図リスポーツ精神の涵養する場でもあ

ります。勝敗のみにこだわることなく、この大会を機に高等専門学校相互の親睦や交流をよリー層

深められ、本大会で培った友情や交流の輪を、今後の人生の中に生かされることを切に希望いたし

ます。

終わりになりましたが、本大会の益々のご発展を期待するとともに、本大会の開催に当たり、ご

尽力を賜りました関係各位に対しまして哀心より感謝を申し上げ、あいさつといたします。

-2-
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あ い さ つ

社団法人 全国高等専門学校体育協会

ハ △
〓 生 越 久 靖

このたび,豊かな自然に恵まれたここ北海道を担当地区とする第35回全国高等専門学校体育大会

に,全国62校の高等専門学校を代表する学生諸君が集い,『熱く !― しなやかな魂』をスローガンに,

盛大なる若人の祭典が開催されますことは,誠に喜びにたえません。

釧路工業高等専門学校を担当校とし,同校ならびに函館工業高等専門学校,苫小牧工業高等専門

学校,旭川工業高等専門学校,神戸市立工業高等専門学校を開催校として行われるこの大会に,全

国 8地区の予選を勝ち抜いて出場の栄誉を得られた皆さんが,厳 しい練習の中これまで培ってこら

れた技術と力を遺憾なく発揮され,正々堂々と健闘されるとともに,競技をとおしてお互いの友情

を育まれることを期待しています。

本大会の目的は,高等専門学校教育の一環として,学生に広くスポーツ実践の機会を与え,技術

の向上とアマチュアスポーツ精神の高揚を図り,心身共に健康な学生を育成し,加 えて高等専門学

校相互の親陸を図ることにあります。

皆さん一人ひとりが,この大会の目的を念頭におかれ,高等専門学校の学生として,ま た,スポー

ッを愛する一人の人間としてふさわしく節度のある行動のもと所期の目的を達成されるよう切望し

ます。

最後になりましたが,本大会の開催にあたり,多大なるご尽力をいただきました各競技開催校の

関係者各位に深謝いたしますとともに,ご後援 くださいました文部省,財団法人日本体育協会,北

海道,函館市,苫小牧市,旭川市,釧路市,釧路町,神戸市をはじめ多数の関係機関・団体,ま た

ご協力くださいました多くの皆様に,心よりお礼申し上げます。

`

て F
フq
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祝 辞

文部大臣 大 島 理 森

第35回全国高等専門学校体育大会が,全国から多数の選手・役員の皆さんの参加を得て開催され

ますことを,心からお祝い申し上げます。

近年の我が国においては,小子高齢化の進展,都市化や生活の利便化など急激に社会環境が変化

しています。こうした中にあって,ス ポーツは,明 るく豊かで活力に満ちた社会の形成や,個 々人

の心身の健全な発達につながるものであり,国民一人ひとりが生涯にわたってスポーツに親じむこ

とは,極めて大きな意義を有しています。

本大会は,ス ポーツを通じて心身ともに健康な学生の育成と相互の親睦を図ることを目的として

開催される,我が国の高等専門学校における一大スポーツイベントであります。

本大会に参加された皆さんは, 日ごろからスポーツに親しみ,豊かな学園生活を送られているこ

とと思います。このことは,皆 さんが生涯にわたってスポーツに親しむ態度を培っていく観点から

も誠に意義深いことであり,今後の人生においても素晴らしい財産になることと思います。

選手の皆さん, どうか日ごろ鍛えた力と技を存分に発揮し,若者らしくはつらつとした試合を展

開してください。そして,全国各地から集まった仲間との友情の輪を広げ,た くさんの良き青春の

想い出を作り,心に残る大会とされますよう願っています。

終わりに,本大会の開催に御尽力された関係の皆様に深く敬意を表しますとともに,本大会が今

後ますます発展していくことをお祈りして,お祝いの言葉といたします。
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あ い さ つ

第35回全国高等専門学校体育大会

実行委員長 芳  村 二
′

ｌ

ｒ

このたび,各地区大会を勝ち抜いてきた全国62校の高等専門学校を代表する2,000有余名の選手の

皆さんをここ北海道地区にお迎えし,第 35回全国高等専門学校体育大会を開催できますことは,大

きな喜びとするところであります。開催校の各高等専門学校及び担当校を代表して心から歓迎申し

上げます。

今大会は,函館 (柔道・テニス・バ ドミントン・水泳),苫小牧 (バスケットボール・卓球),旭

川 (陸上競技・バレーボール・ソフトテニス),釧路 (剣道・硬式野球・サッカー・ハンドボール)

の北海道地区の 4高専及び神戸市立 (ラ グビーフットボール)を加えた 5高専で開催されます。北

海道地区の各開催地は,各々道南,道央,道北,道東地方と呼ばれており,それぞれ,開拓の歴史,

気候,風景が異なりますが,素晴らしい自然と人々の共生を感じ取っていただけるものと思います。

選手の皆さんが大会ポスターに描かれているように,北の大地の日差しをいっぱいに浴びて,伸

びやかにそして力の限り溌測としたプレイをされ,その中で互いの友情が育まれることを期待いた

します。

それは,今大会がスローガンとしている “熱 く !― しなやかな魂"に こめられている願いでもあ

ります。

最後に,本大会を開催するにあたり,多大なご支援,ご協力をいただきました関係諸団体ならび

に関係各位に感謝申し上げまして,歓迎の挨拶といたします。

ｅ
嵐

-5-

ヽ



大 会 役 員

名 誉 会 長

(財)日 本バ レーボール協会会長

側)全 日 本 柔 道 連 盟 会 長

(財)日 本 サ ッ カ ー 協 会 会 長

財)日 本ハ ンドポール協会会長

(財)日 本 テ ニ ス 協 会 会 長

側)日 本バ ドミントン協会会長

井

納

野

倉

田

内

村

嘉

岡

米

盛

桜

東京都立工業高等専門学校長

函館工業高等専 門学校長

旭川工業高等専 門学校長

(財)日 本テニス協会副会長

側)日 本ハンドボール協会専務理事

財)日 本バドミントン●会副会長

側)日本バドミントン協会専務理事

文 部 省 高 等 教 育 局 長

側)日 本 体 育 協 会 会 長

側)全 日本剣 道連 盟 会 長

財)日本サッカー協会副会長

財)日本ハンドボール協会副会長

北  海  道  知  事

函 館 市 長

旭   り|1   市   長

釧   路   町   長

苫 小 牧 市 教 育 長

福井工業高等専門学校長   生

副   会

顧

長

越  久 靖

長

育英工業高等専 門学校長

苫小牧工業高等専門学校長

釧路工業高等専 門学校長

(財)日 本テニス協会副会長

側)日 本バドミントン機会副会長

01)日 本バドミントン協会副会長

文 部 省 体 育 局 長

財)日 本バスケット協会会長

研)日 本サッカー協会副会長

け)日 本サッカー協会副会長

(財)日 本 水 泳 連 盟 会 長

北海道教育委員会教育長

苫  小  牧  市  長

釧   路   市   長

フランス・ヘンドリックス
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郎

仁
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釧 路 市 教 育 長

財)北 海道体 育協会会 長

財)苫小牧市体育協会会長

釧 路 市 体 育 協 会 会 長

動 北海道陸上競技協会会長

北海道ソフトテニス連盟会長

北 海 道 卓 球 連 盟 会 長

北海道高等学校野球連盟会長

北 海 道 テ ニ ス協 会 会 長

北海道バドミントン協会会長

北 海 道 水 泳 連 盟 会 長

木更津工業高等専門学校長

茨城工業高等専 門学校長

長岡工業高等専 門学校長

和歌山工業高等専門学校長

詫間電波工業高等専門学校長

0日 本テニス協会専務理事

山 田

堂垣内

篠 田

清 水

鈴 木

中 島

小笠原

渡 部

長 野

小 林

日 沼

幸 彦
伊佐夫

尚 俊
孝

義 徳

隆

参

尾 美 成

村   直

川 正 三

地 斐 男

夕:l   臭

操 二

信

勝

徹

行弘

弘

久

和

尚

和

俊

平

若

正

一

正

正

利

明

路

釧 路 町 教 育 長

函 館 市 体 育 協 会 会 長

財)旭 川 市 体 育 協 会 会 長

釧 路 町 体 育 協 会 会 長

北海道バスケットボール協会会長

北海道バレーボール協会会長

針)北 海 道 剣 道 連 盟 会 長

は)北海道サッカー協会会長

北海道ハンドポール協会会長

(lD北 海 道 柔 道 連 盟 会 長

函 館 水 泳 協 会 会 長

■‐」テ

舞鶴工業高等専 門学校長

福島工業高等専門学校長

豊田工業高等専門学校長

呉工 業 高 等 専 門学校 長

佐世保工業高等専門学校長

働 日本テニス協会実行委員長

山 本

柳 沢

坂 東

佐々木

田 口

中 川

松 本

村 井

高 橋

須 貝

小田桐
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木

小
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長
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実 行 委 員 会

釧路工業高等専 門学校長   :芳 村    仁

副 委 員 長

函館工業高等専 門学校長  東   市  郎 苫小牧工業高等専門学校長

旭川工業高等専 門学校 長 神戸市立工業高等専門学校長

釧路工業高等専門学校教務主事 釧路工業高等専門学校学生主事

実 行 委 員 長

宏

　

敏

田

　

一局

士
口
　
　
占
Ｔ

佐久間 哲 郎

西 野 種 夫

恐 神 邦 秀

目員委

函館工業高等専門学校学生主事

体 育 教 官

水

清

菅

小

中

清

山

浜

松

藤

渡

野

澤

4ヽ
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上

野

林

川

野

田

代

井

辺

正 勝

國 安

仁 志

淳 哉

田  清

澤   滋

林 淳 哉

崎 真理子

澤 修 一

原   隆

藤 友 信

原 寿 幸

函館工業高等専門学校体育主任

事 務 部 長

浦

′」ヽ

小

奥

長

藤

佐

小

陸上競 技 部顧 間 バスケットボール部男子願問

バレーボール部男子顧問

卓 球 部 顧 問

剣 道 部 顧 問

サ ツカ ー部 顧 問

バドミントン部顧問

バスケットボール部女子顧『・1

パレーボール部女子顧問

柔 道 部 顧 問

硬式 野 球 部 顧 問

テ ニ ス 部 顧 間

水 泳 部 顧 間

事 務 部 長

バスケットボール部男子口問

パレーボール部男子願問

ソフトテニス部顧問

吾

安

誠

己

平

志

勲

勉
　
之
　
夫

清
　
國
　
　
　
克
　
周
　
清

三 浦 久 夫

知

　

正

口
　

田
　
鹿

苫小牧工業高等専門学校学生主事

体 育 教 官

苫′lヽ牧工業高等専門学校体育主任  中 島 広 基

体 育 教 官  関   朋 昭

島 三 朗

陸上競 技 部 顧 間  笹 村 泰 昭

lvr)tji-L$t+a5t lEl E fu
パレーボール部女子顧問   藤  島‐ 勝‐ 弘

卓 球 部 顧 問  森  重 雄
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柔 道 部 顧 間 剣 道 部 顧 問  田 島  勲



苫小牧工業高等専門学校硬式野球部顧問

テ ニ ス 部 顧 問

古 崎

下夕村

岩 波

白 井

小 西

森 田

小 西

鏡

秋 山

古 崎

片 山

藤 田

中 川

小森田

森 本

毅

光 弘

俊 介

暢 明

卓 哉

穣

卓 哉

慣

俊 彦

睦

則 昭

利 明

一 穂

敏

義 則

雅 裕

正 治

敏

正 樹

浩 一

直 志

淳 博

寺 田

井 出

4痰田

舘 岡

柴 田

坂 口

浦 家

古小牧工業高等専円学校サッカー部願問    1坂  下  俊  彦

バドミントン部顧問  上 野 征 支

水 泳 部 顧 問

旭川工業高等専門学校学生主事

体 育 教 官

旭川工業高等専門学校体育主任  明 官 秀 隆

事 務 部 長  山 崎 千 春

神戸市立工業高等専門学校学生主事

体 育 教 官

陸上競 技 部顧 問

バレーボール部男子顧問

ソフトテニス部顧問

柔 道 部 顧 問

硬 式野 球 部顧 問

テ ニ ス 部 顧 問

体 育 教 官

ラグピーフットボール部層問

′`スケットボール部男子顧問 宮 嶋 正 熙

バレーボール部女子顧問   ′」ヽ  西  卓  哉

卓 球 部 顧 問  :平 野 友 彦

剣 道 部 顧 問  齋 藤  清

サッカー部顧間  田 上 龍

バドミントン部顧問  遠 藤   剛

神戸市立工業高等専門学校体育主任 彗 +ゴ 申
庁 ´

十
一

″

体 育 教 官

事 務 室 長

ラグビーフットボール部1目問

釧路工業高等専門学校体育教官

事 務 部 長  柴 崎 正 夫

釧路工業高等専門学校体育教官

陸上競 技 部顧 間

三 島 利 紀

′(スケットボール部男子願問  柳 夕!1 和 徳

バレーボール部女子願問   舘  1両I IE 樹

卓 球 部 顧 問  加 藤 岳 人

剣 道 部 顧 問  渡 邊 聖 司

サ ッ カ ー 部 顧 間

7:r(g[EFd H * 司

庶 務 課 長  中 嶋 昭 雄

柔 道 部 顧 問

硬式野球 部顧 問  舘 下 徹 志

/\7l:'li-,tsifrrd H Itr ft +
バドミントン部顧問  澤 柳 博 文

パレーボール部男子顧問

ソフトテニス部顧問

三 島 利 紀

三 森 敏 司
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学 生 課 長  大 堀 岳 満

会 計 課 長  松 本 憲



第35回全国高等専門学校体育大会実施要項

1.開 催 趣 旨

全国高等専門学校体育大会は,高等専門学校教育の一環として,学生に広くスポーツ実践の機会を与え,

技術の向上とスポーツ精神の高揚を図り,心身ともに健康な学生を育成するとともに高専相互の親睦を図る

ことを目的として開催する。

2.主

社団法人

財団法人

財団法人

財団法人

財団法人

財団法人

財団法人

財団法人

財団法人

催

全国高等専門学校体育協会

日本バスケットボール協会

日本バレーボール協会

全日本柔道連盟

日本サッカー協会

日本ラグビーフットボール協会

日本ハンドボール協会

日本テニス協会

日本バ ドミントン協会

後   援
文部省

財)日本体育協会,0日本陸上競技連盟,(助日本ソフトテニス連盟,(勤日本卓球協会,

動全日本剣道連盟,②日本水泳連盟

北海道

北海道教育委員会,兵庫県教育委員会

函館市,旭川市,苫小牧市,釧路市,釧路町

函館市教育委員会,旭川市教育委員会,苫小牧市教育委員会,釧路市教育委員会,釧路町教育委員会,

神戸市教育委員会

0北海道体育協会,西館市体育協会,旭川市体育協会,苫小牧市体育協会,釧路市体育協会,

釧路町体育協会

け)北海道陸上競技協会,北海道バスケットボール協会,北海道バレーボール協会 ,

北海道ソフトテニス連盟,北海道卓球連盟,(lD北海道柔道連盟,財)北海道剣道連盟 ,

財)北海道サッカー協会,北海道ハンドボール協会,北海道テニス協会,北海道バドミントン協会,

北海道水泳連盟,北海道高等学校野球連盟,兵庫県ラグビーフットボール協会,道北陸上競技協会,

函館柔道連盟,函館テニス協会,函館地区バドミントン協会,函館水泳協会,旭川バレーボール協会,

旭川ソフトテニス連盟,苫小牧地区バスケットボール協会,苫小牧卓球連盟,全釧路剣道連盟,

釧路地区サッカー協会,釧路ハンドポール協会,北海道高等学校野球連盟釧根支部

朝日新聞社,毎日新聞社,読売新聞社,日本経済新聞社, 日刊工業新聞社,日本工業新聞社,

北海道新聞社,釧路新聞社,文教ニュース社
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4.担 当 地 区 北海道地区

5.担 当 校 釧路工業高等専門学校

開 催 校

函館工業高等専門学校,旭川工業高等専門学校,苫小牧工業高等専門学校,釧路工業高等専門学校 ,

神戸市立工業高等専門学校

7.大 会 期 日 平成12年 8月 5日 (土 )・ 6日 (日 )

(但 し,テニスは 8月 5日 (土 )～ 7日 (月 )・ サッカーは 8月 5日 (土 )～ 8日 (火 ))

平成13年 1月 4日 (本 )・ 5日 (金 )・ 7日 (日 )・ 9日 (火 )

(冬期は,ラ グビーフットボール競技のみ )

8.競技種目・競技日程・競技開催校・競技会場 別紙のとおり

9.大会事務局

第35回全国高等専門学校体育大会事務局を,釧路工業高等専門学校内に置く。

各種目ごとの事務局は当該競技開催校に置く。

10.競 技 方 法 各種目別競技実施要項による。

11.参加資格および参加人数

全国高等専門学校体育大会開催規則 (制定 平成 6年 3月 29日総会)及び各種目別競技実施要項によ

12.表   彰
全国高等専門学校体育大会開催規則 (制定 平成 6年 3月 29日総会)及び各種目別競技実施要項によえ

13.参加申込方法  各種目別競技実施要項又は各種目ごとに定めた方法による。

14.競技の組合せ  各種目別競技実施要項又は各種目ごとに定めた方法による。

15.選手の変更   各種目別競技実施要項又は各種目ごとに定めた方法による。

16.開会式及び閉会式

(1)総合開会式は実施しない。

(2)種 目別開会式及び閉会式については,各種目別競技実施要項又は各種目ごとに定めた方法による。

17.打合せのための時間

各種目別競技実施要項又は各種目ごとに定めた方法による。
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18.分担全及び参加料

(1)分 担 金

分担金は, 1校当たり225,000円 とし,別途,社団法人全国高等専門学校体育協会事務局から請求書

が送付されるので,それにより社団法人全国高等専門学校体育協会事務局に納付する。

(2)参 カロ 料

ア.団体戦は,各種目別競技実施要項記載の金額とする。 1チーム当たりの金額は,「1,500円 ×最大登

録選手数」により積算する。(ただし,ラ グビーフットボールは, 1チーム当たり6,000円 とする。)

イ.個人戦は,選手 1人当たり1,500円 とする。

ウ.団体戦に参加した選手が個人戦に参加する場合は,重複して参加料は徴収しない。

工.納付は,各種目別競技実施要項又は各種目ごとに定めた方法による。なお,既納の参加料は返還 し

ない。

19.宿   舎 宿合の斡旋を希望する学校には,競技開催校で斡旋する。

20.そ の 他
(1)選手の競技中の事故については,主催者側で応急処置を施すが,その後の処置は当該校で行うこと。

(2)選手は,必ず健康保険証又はそれに代わるものを持参すること。

(3)日 本体育・学校健康センター所定の用紙を各学校で持参すること。
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競技種目・競技日程・開催校・競技会場一覧表

競 技 種 目 競 技 日 程 開   催   校

陸 上 競 技
平成12年

8月 6日 (日 )
旭 川 工 業 高 等 専 門 学 校

旭 川 市 花 咲 ス ポ ー ツ公 園

陸  上  競  技  場

バ スケ ッ ト

ボ  ー  ル

男

子
平成12年

8月 5日 (土 )

8月 6日 (日 )

苫小牧工 業高 等 専 門学 校 苫小牧工業 高等専 門学校
女

子

バレーボール

男

子
平成12年

8月 5日 (土 )

8月 6日 (日 )

旭 川 市 総 合 体 育 館

ソ フ トテ ニ ス

平成12年

8月 5日 (土 )

8月 6日 (日 )

旭 川 工 業 高 等 専 門 学 校

旭 川 市 花 咲 ス ポ ー ツ公 園

テ  ニ  ス  コ  ー  ト
(雨天時)旭川実業高等学校

卓 球

平成12年

8月 5日 (土 )

8月 6日 (日 )

苫小牧工業 高 等 専 門学 校 苫 小 牧 駒 澤 大 学 体 育 館

柔
平成12年

8月 6日 (日 )
函 館 工 業 高 等 専 門 学 校

函 館 工 業 高 等 専 門 学 校

第  1 体  育  館

貪」
平成12年

8月 6日 (日 )
釧 路 工 業 高 等 専 門 学 校

釧 路 工 業 高 等 専 門 学 校

第  2 体  育  館

硬 式 野 球

平成12年

8月 5日 (土 )

8月 6日 (日 )

釧 路 工 業 高 等 専 門 学 校

サ  ッ カ
平成12年

8月 5日 (土 )～
8月 8日 (火 )

釧 路 工 業 高 等 専 門 学 校

A会場 :釧路市民陸上競技場
B会場 :釧路工業高等専門学

校サッカー場

ラグビーフット

ボ  ー  ル

平成13年

1月 4日休●5日 (ω

7日 (日 )・ 9日 C'0

神戸市立工業高等専門学校 神戸総合運動公園陸上競技場

ハ ン ドボ ー ル

平成12年

8月 5日 (土 )

8月 6日 (日 )

釧 路 工 業 高 等 専 門 学 校
A会場 :釧路町総合体育館

B会場 :釧路公立大学体育館

ア ス

平成12年

8月 5日 (土 )～
8月 7日 (月 )

函 館 工 業 高 等 専 門 学 校

グ リ ー ン ピ ア 大 沼

テ ニ ス コ ー  ト
(雨天時)グリーンピア大沼体育館

バ ド ト ンン

平成12年

8月 5日 (土 )

8月 6日 (日 )

函 館 工 業 高 等 専 門 学 校

床
平成12年

8月 5日 (土 )
函 館 工 業 高 等 専 門 学 校 函 館 市 民 プ ,レ
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競 技 会 場

旭 川 工 業 高 等 専 門 学 校
女

子

道

道

A会場 :釧路市民球場

B会場 :釧路市民球場付属球場

函 館 市 民 体 育 館

水



第35回 全国高等専門学校体育大会

第24回 全日本高等専門学校バドミントン選手権大会
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北海道バ ドミントン協会

会長小 林 純 幸

この度、全国各地区の予選を勝ち抜かれた選手諸君、監督並びに役員の方々をお迎えし、第24回

全国高等専門学校バ ドミントン選手権大会が、函館市民体育館においてか くも盛大に開催 されます

ことは、誠に喜ばしくご同慶の至りであります。

本大会は、選手諸君が日頃の練習成果を十分に発揮 し、心身の健全な成長を図る場であるととも

に、相互の親睦や交流をよリー層深める場でもあります。

どうか、この貴重な機会を通して培った全国の仲間との友情や交流の輪を今後の人生を生かすと

ともに、本大会が生涯のよき思い出となりますことを心より期待 しております。

終わりになりましたが、本大会の益々のご発展を期待するとともに、本大会の開催に当たり、ご

尽力を賜 りました関係各位に対し、衷心より感謝を申し上げ、歓迎のあいさつといたします。
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歓 迎 の あ い さつ

函 館 工 業 高 等 専 門 学 校

東 市 郎

第35回全国高等専門学校体育大会・第24回全日本高等専門学校バ ドミントン選手権大会が ,

函館の地を主会場に開催されますことは,ま ことにご同慶に堪えません。

全国各地区の厳しい予選を勝ち抜かれ,晴れて代表の座を手にした選手諸君は, 日頃の練習成果

を存分に発揮され,全力を尽くして正々堂々と試合をし輝かしい成績を挙げられますことを心より

期待しております。

ご承知のとおり, 日本最初の貿易港の一つとして140有余年の長い歴史を持ち,い ち早く西欧の文

化を取り入れ発展してきた国際観光都市・函館は,当 時の面影を数多 く残す情緒豊かな街でありま

す。函館山からの世界一の夜景のほか,星形城郭の特別史跡五稜郭跡など多 くの自然と文化遺産を

有し,温暖な気候風土に恵まれた街です。この恵まれた街で相互の親睦や交流をよリー層深められ ,

本大会で培った友情や交流の輪を,今後の人生の中に生かされることを切に希望いたします。

尽力を賜りました関係各位に対 し,衷心より感謝を申し上げ,あ いさつといたします。
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終わりになりましたが,本大会の益々のご発展を期待するとともに,本大会の開催に当たり, ご



大  会  日 程

[会 議 ] 8月 4日 (金 )16:00～ 代表者会議

[競 技 ]
開 場

開会式

競技開始

函館市民体育館

8月 5日 (土)8:00～

9 :00～

9 :30～ 団体戦

男子個人戦複

女子個人戦複

績    発

会    宣

手    退

8月 6日 (日 )9100～

9 1 30～

開 場

競技開始 男子個人戦単

女子個人戦単

競技終了後 閉会式

式 典 次 第

開
_3▲

ルヽ

1選 手 入 場

2開 式 の こ と ば

3開   会   宣   言

4 優勝杯 返 還・ レプ リカ授 与

5 優勝楯 返 還 ・ レプ リカ授 与

6開 会 の こ と ば

7歓 迎 の こ と ば

8来 賓 あ い さ つ

9競 技 役 員 長 注 意

10選  手  宣  誓

11閉 式 の こ と ば

12選  手  退  場

閉

1選   手   整

2開 式 の こ と

_4ユ

エヽ△
〓△

〓

３

　

４

　

５

　

６

　

７

　

８

成

表

閉

閉

閉

選

′ゝ   ハ    ‐   レ
ァ、   Vノ    ‐    (_

列

ば

表

彰

ば

言

lf

場

‐   ⌒    ‐   し
,、,   Vノ   ‐   C
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大 役  員

0日 本 バ ド ミ ン トン協 会 会 長

側)日 本パ ドミン トン協 会副会長

北 海 道 バ ド ミ ン トン協 会 会 長

(神全国高等専門学校体育協会会長

0日 本バ ドミン トン協会専務理事

(1」 全 国 高 等 専 門 学 校 体 育 協 会

バ ドミン トン競技専 門部長

北海道バ ドミン トン協 会副会長

函館 地 区バ ドミン トン協会会 長

北   海   道   知   事

北 海 道 教 育 委 員 会 教 育 長

② 北 海 道 体 育 協 会 会 長

函   館   市   長

函 館 市 教 育 委 員 会 教 育 長

函 館 市 体 育 協 会 会 長

の 日本 バ ドミ ン トン協 会 顧 問

△
〓

大 会 名 誉 会 長

大会名誉 副会長

ユ_ △  △   F

^=7=菫

_`_  ´
`ら

、  ‐11  △   F

^  =  
剛   =  栞

顧 問

″

　

　

　

ク

雄
　
輔

義
　
民

内
　
貫

桜
　
錦

務
　
司祐

水
　
宅

清
　
三

靖

　

男

久

　

稔

林
　
越
　
井

三
　
孝

順
　
由

本
　
本

砂
　
木

′」ヽ

生

遠

橋

子 飼

千 葉

武  田

青  山

横  山

島  中

笠 井

加 藤

堀

鎌  田

堂垣内

井 上

金 山

柳 沢

佐 々木

愛 知

岩 崎

吉 川

沓 掛

純  幸

浪  蔵

栄  一

英  守

哲

繁 樹

真

貞 夫

武  彰

清  郎

達  也

昌 市

尚 弘

博  司

正  智

勝

洋  平

和  男

純  三

芳  男

哲  男

″

″

″

″
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顧 問

与

財)日 本 バ ド ミ ン ト ン協 会 顧 問 朗

郎

嗣

一

善
　
義
　
勝谷

　
田

森

林

関

森

″

ク

ク

ク

ク

″

″

″

ク

″

久 間

石 渡

真 藤

奈良岡

玉 手

伊 藤

加 藤

奈良岡

加 藤

小  向

金 栄

山 腰

瀬 能

中 村

松 永

杉 山

伊 東

秋 山

松 浦

横  山

伊 勢

藤 井

戸 田

浜  中

福 岡

伊 豆

岡 本

本 郷
Zヽ   1ヒ

章  生

俊 一

掘

健  三

庸

基  記

三  夫

健  三

清  郎

利 威

喜 彦

修  司

晃

稔

盛 将

昭  彦

良  孝

和 範

勤

敏

武

猛

清  一

誠

幸  一

晃

武  利

節  生

基  夫

北 海 道 バ ド ミ ン ト ン協 会 顧 問

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

0日 本 バ ドミ ン トン協 会 参 与参

″

″

″

″

″

ク
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明

明

壮

雄

一

一

徳

夫

利

嘉

　

成

鉱

栄

光

保

池

村

高

辺

藤

飼

見

田

菊

野

日

渡

伊

子

里

増

怜

悟

朗

武

寛

一

芳
　
　
　
　
義

根

沢

藤

岡

村

出

山

小

佐

浅

木

北

財)日 本 バ ド ミ ン ト ン協 会 参 与

釧 路 工 業 高 等 専 門 学 校 長

函 館 工 業 高 等 専 門 学 校 長

0日 本 バ ドミ ン トン協 会 理 事
北海道バ ドミン トン協 会理事 長

函館工業 高等専 門学校 学生 主事

(1」 全 国 高 等 専 門 学 校 体 育 協 会

バ ドミントン競技専門部委員長

″

ク

″

″

ク

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

ク

ク

″

″

ク

参 与

大 会 委 員 長

大 会 実 行 委 員 長

大 会 副 委 員 長

徳

夫

男

郎

明

房

男

滋

文

治

征

宇

夫

仁

郎

三

牧

英

一

善

隆

忠

　

和

寛

紀

昭

健

　

市

岡

村

島

田

垣

野

本

原

藤

　

崎

葉

村

境

花

岡

川

富

板

星

藤

藤

加

原

地

千

芳

東

岩 崎 昭 郎

水 上 正 勝

平 木 弘
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武

雄

郎

夫

彦

彦

司

雄

暁

明

参

郎一

義

昭

英

信

克

博

由

　

昌

勇

順

岡

根

崎

橋

原

林

藤

崎

沢

野

藤

口

浅

関

岩

高

上

竹

加

寺

神

西

工

山

人

男

之

雄

夫

武

術

夫

一

豊

子

郎

夫

彦

和

矩

武

秀

勝

規

重

　

幸

功

精

　

玲

四

康

暉

重

藤

井

木

水

橋

田

村

山

田

川

中

平

邊

野

田

佐

油

鈴

清

高

福

西

上

森

野

島

兼

田

天

松

幸

雄

也

郎

人

明

夫

二

寿

治

道

哲

直

正

郁

信

原

藤

田

　

藤

宮

谷

頭

小

加

太

所

伊

若

西

龍

② 日本 バ ド ミ ン ト ン協 会 理 事

(神 全 国 高 等 専 門 学 校 体 育 協 会
バ ドミ ン トン競 技 専 門 部 委 員

」
「
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財)日 本 バ ドミ ン トン協 会 監 事

北海道バ ドミン トン協会副理事長

長会言ロ会協ン
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競 技 役 員

競 技 役 員 長  北海道バ ドミントン協会競技委員長  笹 森   剛

総 務 部 長  函 館 工 業 高 等 専 門 学 校 教 官  浦 田   清

総 務 副 部 長 函館工業 高等専 門学校学生 課長

北 海 道 地 区 高 等 専 門 学 校

バ ド ミ ン トン競 技 専 門 部 委 員

函館地区バ ドミン トン協会理事長

函館地区バ ドミントン協会副理事長

函館地区バ ドミントン協会副理事長

山 田 正 司

総 務 委 員

小 原

福 田

佐々木

小 松

寿 幸

侑 司

堅 治

登志枝

古

酒

日

今

′」ヽ

山

藤

俣 和 直

井 幸 市

野   誠

野 利 美

澤 聖 治

崎 レイ子

田 恭 子

忠 昭

裕 子

淳 哉

美保子

豊

めぐみ

君 夫

山 村

大 場 允

上 野

丹 野

折 原 教

渡 辺 和

間 瀬 幸

島 栄 樹

多 一 哉

辺   力

内   孝

田 こずえ

枝 みどり

木 房 子

豊

雄

孝

浩

子

代

子

′
Iヽ

蔵

渡

竹

」r

松

鈴

三 浦 広 子

競技 審 判 部 長   北海道バ ドミントン協会審判委員長  金 田 隆

競技審判副部長 (19全 国 高 等 専 門 学 校 体 育 協 会

バ ドミン トン競技専 門部委員 長

函館地区バ ドミントン協会審判委員長

函館地区バ ドミントン協会競技委員長

函館地区バドミントン協会競技副委員長

函館地区バ ドミントン協会競技委員

函館地区バ ドミントン協会競技委員

平 木

江刺家

能登谷

藤 島

十 倉

大 山

弘 一

大 介

芳 之

百 子

久 子

裕 之
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石 若

小 林

福 村
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競 技 審 判 委 員

審 判 補 助 員

(主任 )

福 井

高 村

松 田

小 鹿

寺 本

市 田

三 品

三 上

高 橋

仙 石

諏訪内

立 中

辻 村

下 中

橋 場

浩 之

涼 子

勝 則

志 厚

公 彦

悦 雄

美智子

窪 田

横 川

岩 館

平 山

野 村

池 田

中 田

薫

寿 輔

利 男

智 広

忠 大

公 貴

順 子

明

行

博

二

輔

彦

信

義

信

大

昌

葛

西

イヽ

コC
■
~

3と
イコ

永

滋
　
晃
　
一　
輔

礼

　

　

秀

悠

巻

村

石

塚

明
　
子

邦
　
悦

林
　
田之

　
啓

利
　
孝

市 田 悦 雄  (主任)他 48名

北海道函館工業高等学校バ ドミントン部員

北海道函館水産高等学校バ ドミントン部員

函館大妻高等学校バ ドミン トン部員

函館遺愛女子高等学校バ ドミントン部員
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第 35

第 24
全 国 高 等 専 門 学 校 体 育 大 会

全日本高等専門学校バドミントン選手権大会

平成12年度 (財 )日本バドミントン協会競技規則並びに本選手権大会実施要項による。

(1)各種日ともトーナメント戦方式により優勝を決定する。なお, 3位決定戦は行わない。

(2)団体戦は 1複 2単とし,複から試合を行う。また,同一選手が複・単を兼ねることは

できない。

実 施 要 項

1.主   催  0日 本バ ドミントン協会,(櫛 全国高等専門学校体育協会
2.主   管  北海道バ ドミントン協会,函館地区バ ドミントン協会

(υ 全国高等専門学校体育協会バ ドミントン競技専門部

函館工業高等専門学校

3.後   援  文部省,(助 日本体育協会,北海道,北海道教育委員会
函館市,函館市教育委員会,函館市体育協会

4.大 会 期 日  平成12年 8月 5日 (土 )・ 6日 (日 )
5.大 会 開 場  函館市民体育館

〒042-0932 北海道函館市湯川町 1-32-2
TEL 0138-57-3141

6.競 技 種 目  団体戦 男子学校対抗
個人戦 男子・女子 各単・複

7.団体戦のチーム構成人員
監督,コ ーチ,マネージャー各 1名 ,選手 4～ 8名 とする。
ただし,欠員を生じ3名以下になった場合は失格とする。

3.参 加 資 格  (1)平成12年度 帥 日本バ ドミントン協会に登録を完了した者で,学校長が出場を認めた
者。

(2)団体戦,個人戦とも各地区から選抜されたチーム又は選手とし, これに開催校の出場
を加える。

地区割り,選抜数および開催校出場枠は下記のとおりとする。

地 区 名 団 体 戦
男 子 個 人 戦 女 子 個 人 戦

単 複 単 複

北  海  道 1名 1組

2組

2名 2組

束 」ヒ 1チ ー ム 2名 2名 2組

関 東 ・ 信 越 2チ ー ム 2名 2組

2組

2名 2組

東 海 ・ 北 陸 2名 2組

近 畿 1チ ー ム 2名

2名

2組 2名 2組

中 国 1チ ー ム 2名 2組

|‖ 国 1チ ー ム 2名 2組 2名 2組

2組九 州 2チ ー ム 2組 1 2名
開  催  校 1チ ー ム 1名 1組

＋

―
一言
ロ 12チ ー ム 16組 16名 16組

9.競 技 規 則
10.競 技 方 法
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12.表   彰
i3.参加料及び

納 入 方 法

14.参 加 申込  (1)申込期限

(2)申 込 先

15.代表者会議

16.開会

開

口 座 名  第35回全国高専体育大会事務局
だいヽかい ぜんこくこうせんたいいくたいかい しむさ

=く

かいけいたんとう あさら

組合せは,北海道バ ドミントン協会及び本選手権大会実行委員会の責任において, 7月 25

日 (火)に作成する。

団体戦,個人戦とも第 1位から第 3位までを表彰する。

団体 1チーム当たり12,000円,選手 (団体戦出場者を除く)1人当たり1,500円 とし,参加
申込みと同時に次の振込口座へ納入すること。なお,既納の参加料は返還しない。

振込口座

金融機関名 北洋銀行湯川支店 口座種別 普通預金  口座番号  3286543

会計担当  酒
い
井 彰

平成12年 7月 21日 (金)必着

〒042-8501

北海道函館市戸倉町14番 1号

函館工業高等専門学校学生課

第35回全国高等専門学校体育大会

第24回全日本高等専門学校バ ドミントン選手権大会事務局

TEL(0138)59-6334 FAX(0138)59-6330

17.

18.

び

式

及式

会

舎

他の

宿

そ

(3)申込方法  所定の参加申込み用紙に必要事項を記入の上, 2部作成し,上記事務局
宛送付すること。

(1)日  時  平成12年 3月 4日 (金)午後 4時
(2)場  所  函館市民体育館 会議室
(3)出 席 者  監督及び主将,大会役員等
(1)開 会 式  平成12年 8月 5日 (土 )午前 9時 競技会場で行う。
(2)閉 会 式  平成12年 8月 6日 (日 )競技終了後,同会場で行う。

(競技終了予定時刻午後 2時ごろ)

別途通知し斡旋する。

(1)服 装
① 競技時の服装は,白色又は鰯1日本バドミントン協会審査合格品とする。
② 上衣の背面中央に必ずゼッケンを付けること。ゼッケンは,縦15m,横 30m程度の
大きさで学校名及び選手名を日本文字で明記すること。ただし,上衣に学校名が明

記されている場合には選手名のみでよい。

③ 開会式,閉会式に参加するときの服装は,競技時の服装 (ユニフォーム)又は, ト
レーニングウェアとする。

(2)応急処置等

① 試合中の負傷については,大会本部で応急処置をするが,その後の処置は各学校及
び各自で行うこと。

8月 4日 (金 )午後 1時から午後 5時まで

函館市民体育館

レ
」
こるす参持で校学

ｏ
各

と

を

こ

紙

く

用

お

の

て

定

し

所

備

一

準

タ

で
　
ン

自

セ

各

康
，
健

は

校

等

学

証
　
・

険

育保
略
　
時
漸

錬
ぃ
嘲
日
溺

い
③
聴
①
Ｃ
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競技運営上の注意事項

1.本大会は,現行財)日 本バ ドミントン協会競技規則並びに大会運営規定により実施いたします。

2.選手は試合予定時刻の30分前 (各 日とも第 1試合は開始予定時刻の15分前)までに会場に到着しておいて
ください。

3.競技進行の都合上,試合時刻又は試合コートを変更することがありますので,本部の放送に注意してくだ
さい。

4.本部がオーダー用紙の提出あるいは試合開始の放送を行った後,10分経過してもこれに従わない場合には,
原則として棄権とみなします。

5.服装については,大会実施要項の通りとします。

6.全試合において,試合前 3分間の練習時間を設けます。ただし,コ ー トに到着してからの時間とします。

7.団体戦は,単・複同時に進行します。また,準決勝からは 2試合先取をもって打ち切りとします。

8.連続した試合については,10分間の休息時間を設けます。

9.団体戦には,コ ートサイドにベンチを設けます。個人戦においては,監督ベンチを設けない予定です (全
国高校総体等に合わせました)が,ご要望があれば代表者会議で決めさせていただきます。

10.試合中はコート外に出ないようにしてください。汗拭きタオル・ラケットなどは所定の位置のかごの中に
いれておいてください。

11.競技区域内には出場選手及び監督・コーチ以外は立ち入らないでください。

12.閉会式は競技終了後直ちに行います。

13.所持品は各自の責任において管理してください。

14.体育館使用上の注意事項は厳守してください。

審 判 上 の 注 意 事 項

1.審判は,現行財)日 本バドミントン協会競技規則並びに0日本バドミントン協会公認審判員規定によって運
営いたします。

2.サービスジャッジはおきませんが,プレーヤー並びに代表者から要請があれば主審の判断でつけます。

3.フ ァイナルの場合は, 5分間以内のインターバルを設けます。

4.事故等の場合,主審及び競技役員長の審議の上,試合の継続又は棄権等の決定をします。

5.飛距離などシャトルの良否については主審が判断します。

6.汗などでコートが濡れた場合には,主審に告げてください。補助学生に処置させます。
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体育館使用上の注意事項

1.当体育館において,学生としてのマナーに充分心掛けてください。

2.放送に注意を払い,集合に遅れないようにしてください。
なお,ホール及び空きコートでの練習は一切禁止します。

3.貴重品,その他の所持品は各自の責任において管理してください。

4.2階 の観覧席は地区ごとの表示をしてありますので,その席を御利用ください。

5.全館土足禁上です。体育館入口で運動靴に履き替えてください。

6.生ゴミ,空き缶・瓶の後始末をお願いします。会場に各ゴミ箱を設置しますので,そこに処分してくださ
い 。

7.着替えは更衣室で行ってください。

8.会場におけるフラッシュ撮影は御遠慮ください。また,携帯電話等の着信音が鳴らないように十分お気を
付けください。

9.シ ヤワー・ロッカーは有料です。
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競 技 会 場 図

器具室

第 4コ ート

第 3コ ート

第 2コ ート

第 1コ ート

第 8コ ート

第 7コ ート

第 6コ ート

第 5コ ート

ホール

エントランス

ホール

軽食堂
入口

器具室

器具室

器具室

更衣室

更衣室

本

　

部

　

席

役

　

員

　

室

売店 トイレ トイレ
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開

予

時

始

定

刻

1 2 3 4 5 6 7 8

第

日

9 : 00 開   会   式

9 : 30 T-1 T-2 T-3 T-4

10 : 50 T-5 T  a
■ ~0 T-7 T-8

12 : 10 T-9 T-10 LDl LD2 LD3 LD4

13 :30 T-11 LD5 LD6 LD7 LD8

14 : 50 MDl MD2 MD3 MD4 MD5 MD6 MD7 MD8

MD9 MD10 MDll MD12 LD9 L D10 L Dll L D12

16: 10 M D13 MD14 L D13 L D14

MD15 L D15

第

日

9 : 30 MSl MS2 MS3 MS4 MS5 MS6 MS7 MS8

10 1 10 LSl LS2 LS3 LS4 LS5 LS6 LS7 LS8

10 1 50 MS9 M S10 M Sll M S12 LS9 L Sll L S12

M S13 M S14 L S13 L S14

12 : 10 lヽS 15 L S15

13 : 10 閉   会   式

タイムテーブル

ただし,Tは団体戦,MDは 男子個人戦複,MSは 男子個人戦単,LDは 女子個人戦複,LSは 女子個人戦単
を示す。
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女子個人戦複 (LD)
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北海 道 地 区

選 手 名 簿

開=開催校出場

学 校 名 函館工業高等専門学校

監   督 小 原 寿 幸

コ チ 今 野 利 美

??.-r"r- 大井川 可 奈

男 子 選 手 名
学

年

団

体

個 人

複 単

①
いな

不「::
,`

葉
ゆき

幸
と

′―
l_ 5 ○

き  さ  0     こう    すけ
佐 々 木  康  介 5 ○ 開

さか し り あつ

篤 彦坂 尻 5 ○

高
きか

坂
たくみ

匠 2 ○

田 中
とし

俊
ゆき

行 2 ○

なが

井
よし

嘉
か す

水
2 ○ 開

葛
きヽヽ

西
しん

真 ユニ 2 ○

Ｑ
υ 1 ○

女 子 選 手 名
学

年

団

体

個 人

複 単

み    から

三  瓶  か お り 3 ①

学 校 名 苫小牧工業高等専門学校

監    督 三 '可 佳 紀

チコ

マネ~ンヤ~ 黒 島   圭

男 子 選 手 名
学

年

団

体

個 人

単

○ ①

②
を
Ｈ
■

ら
■
■
一

む
■
↑
¨
害
心

ご
互

三
二
切
宅
“
裕

赫
陽 ○ ①

た
田 中

き
樹

¨
佑 ①

宮
議
崎
“
勝
や
也 ○

」
下木

一
″

ク^ ○

“
大
計
澤
“
壮

し
史 ○

∩
０ 覚′

―
「

¨
徳

ヽ
ノ
´
ヽ

女 子 選 手 名
学

年

団

体

個 人

複 単

お
小

だ
田 僚

こ
子 ①

′り、
ヽグ

山石
↑
口
”
悧
科̈
こ
子 ①

学 校 名 旭川工業高等専門学校

監    督 遠 藤   剛

コ チ

wit-)t-

学

年

団

体

個 人

複 単

お0・     ●′     あ  き  こ

岡  田  亜 希 子 5 ②

小 財 祐
き

紀 4 ②
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学 校 名 ―関工業高等専 門学 校

監    督 加 藤 治 雄

コ チ

マネージャー

男 子 選 手 名
学

年

団

体

個 人

複 単

‐く

福

●
`

田
け ん ち

健 4 ②

もん

田
: さ と

士F]
日

「
¬

4 ②

女 子 選 手 名
学

年

団

体

個 人

複 単

相
とも

朋
当と

ラに沢 5 ① ②

さ  さ  ■      ,ヽ 〈

佐 々 木  郁 当
=フ● 2 ①

学 校 名 仙台電波工業高等専門学校

監   督 佐 藤 敏 行

コ チ 鈴 木 真佐也

マネージャー 佐 藤   翠

男 子 選 手 名
学

年

団

体

個 人

複 単

①
お 〈 や ま よ う す,,

輔奥 山 洋 5 ○ ① ①

た ち ばな    りょう    べい

花  亮  平立 5 ○ ①

Ｏ
υ

あ

安
だ とも

智達 洋 ○

ち

千 葉 晴 貴 4 ○

さ

佐 藤
だい

大
ち

地 4 ○

さ  さ  さ     やす
佐 々 木  康 徳 4 ○

まつ お    けん た ろう
尾  健 太 郎松 3 ○

０
０

梅 津
よし

佳
あさ

晃 2 ○

女 子 選 手 名
学

年

団

体

個 人

複 単

さ

佐
とう

藤
たく

拓
み

美 2 ② ①

′、
フ 野

よう

洋 子 1 ②

学 校 名 宮城工業高等専門学校

監   督 生 田 信 之

コ チ 昆 野 良 久

マ 不
~ン
ヤ
~ 菊 地 佐 月

男 子 選 手 名

だ´
」
「

年

団

体

個 人

複 単

橋
とおる

で,1

「
ワ 透 5 ②
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関東信越地区

木更津工業高等専門学校

監    督 平 安 隆 雄

コ チ 橋 本   勉

マネージャー 東 島 理恵子

女 子 選 手 名
学

年

団

体

個 人

複 単

宮 淑 乃 1 ①

学 校 名 長岡工業高等専門学校

監    督 樺 澤 辰 也

チ 田 辺 奈津美

マネージャー 田 中 陽 子

男 子 選 手 名

だ´
■
‐

年

団

体

個 人

複 単

ばやし み ち

小 林 倫 丈 5 ②
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０

ゆう いち ろう

祐 一 郎原 3 ○

わ た なベ じゅん

渡  辺 浮
3 ○

あ

安 部

がず

和
たが

貴 2 ○

板 屋

′̀い
■―
ノヽ

ヨi 2 ○

さ

木
ιら

本寸
うょう ら

亮 2 ○

０
０

と

冨
がし

樫
ひで

英
ゆさ

幸 2 ○

学 校 名 東京工業高等専門学校

監    督 西 村   亮

コ チ 佐々木   厚

マ不―ジヤー 松 永   泰

男 子 選 手 名
学

年

団

体

個 人

複 単

① 込
とし

俊堀 貞「
5 ○

0ち

ホす
とも

智川 洋 5 ○

な る |, あさ

章
ひろ

成  毛 容 4 ○ ①

和

だ

田 哲
あき

明 4 ○

しま

嶋
や す

小 靖  弘 4 ○

よ し だい

大
さ

輝」ビ
川 3 ○

峰

まさ

真
と
1
ノヽ小 3 ○

Ｑ
υ

しの だ

田
じ●ん

淳篠 3 ○

女 子 選 手 名
学

年

団

体

個 人

複 単

か わ ば た ち     ひろ

千  尋川  畑 5 ①

らか いし ざら    な
赤 石 沢  菜 摘 5 ②

林

み  さ  こ
美 紀 子

し

4 ②

おお

大
やま

山 美 香 3
ヽ
ノ
６

ヽ

すず
0ヽ
,p

さ

木
か  ず  み

加 津 美 3 ②
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①



東海北陸地 区

学 校 名

監   督 安 賢 生

コ チ 永 森 雄 司

マネージャー 中 野 佐 保

男 子 選 手 名
学

年

団

体

個 人

複 単

まつ

松
ざわ

沢
とも

知
さ

紀 4 ○ ①

さわ よう

陽
すけ

介沢 井 4 ○ ①

出
みず

水
や|

康
と

仁 4 ○

し
」
=′l:.ヽ 賀

まこと

誠 3 ○

た力・

F可

た

田
ゆう

友
■●
F〕ヽ 3 ○ ①

しん

新
しら

本「 ハ

q′
¬
~ 2 ○

な か に し りょう

亮中 西 1 ○

大
いし

石
ゆう

勇
す1,

佑 1 ○

監   督 山 腰  等

コ チ 中 り|| いずみ

マネージャー 林   綾 子

女 子 選 手 名
学

年

団

体

個 人

複 単

どう

堂
だ

田
み  わ  こ

美 和 子 4 ①

な0・

中
お

尾
か r

和
当■
ヌ: 3 ①

学 校 名 岐阜工業高等専門学校

監    督 水 野 和 憲

コ チ 柘 植 正 章

マネージャー 丹 下 裕季子

男 子 選 手 名

だ多
●
~

年

団

体

個 人

複 単

①
な か が わ せい

正 也中  り‖ 4 ○

みず

水 上

・ (

琢
ま

允 4 ○

ふ く

孝 弘
★●
T口日 井 3 ○

|=そ

野

よう

洋
すけ

介細| 3 ○

あ ん ど う さよう
■,
■
~安 藤 恭 3 ○

輪
きとる

了 3 ○

た な は し じ
4`,
クヽ棚 橋 栄 3 ○

か わ

司河  原  健 3 ○

監   督 橋 浦 正 史

コ チ 井 上 恵 美

マネージャー 野々村   恵

女 子 選 手 名

だ́
■
「

年

団

体

個 人

複 単

あん

安
=う

藤
ち

千
|よる

春 1 ① ①

きた

」ヒ
く,,

倉
とも

友
か

佳 2 ①

学 校 名 富山商船高等専門学校

監   督 新 開 純 子

コ チ

?i-Yrr- 人倉巻 絵 美

女 子 選 手 名
学

年

団

体

個 人

複 単

さ

佐
ぇさ

イ白
0   さ   こ

由 希 子 1 ①

学 校 名 鈴鹿工業高等専門学校

監   督 奥 野 正 明

コ チ

?r!-yr-

男 子 選 手 名
綱争
コ
~

年

団

体

個 人

複 単

東
ゆ さ

孝幸
し

2 ① ①

湯
0と

本
たく

拓 也 3 ①
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近 畿 地 区

学 校 名 舞鶴工業高等専 門学 校

監    督 伊 藤 直 人

コ チ

マ不―ジヤー 大 村 朋 裕

男 子 選 手 名
学

年

団

体

個 人

複 単

や ま くら

回

い (

育
お
中
フフ山 5 ②

さ

不

しら

ホす 康
ち

2 ②

学 校 名 明石工業高等専門学校

監   督 松 井 誠 吾

コ チ

マ不
~ン ヤ~

女 子 選 手 名

だ多
■
~

年

団

体

個 人

複 単

槌

だ      ぇ   0   か

田  恵 理 香 ② ②

な か た     ま     み

田  麻  美中 ②

学 校 名 奈良工業 高等専 門学 校

監    督 敏 夫中

コ チ 押 田 至 啓

マネージャー 木 村 友 子

個 人
男 子 選 手 名

学

年

団

体 複 単

一
山

一
正

彙
本

さ
口
り

あ

日
り ○ ①

配
布

“
直
や
也

‥
＋
り ○ ①

③
た
田

ず

”
ロ

カ

イ
■
■

仰
栗

』
幸 ○ ②

＋
１ 聡

し
',

さとし

○

秘
大

″
一
と
斗

４
谷 ○

´
０

なか す け

中 介
」
原
」
慎 ○

|'ん

笹 井 謙

き さ

○

Ｑ
υ

しん ぐう た
太神 啓

し
司（呂 ○

個 人

女 子 選 手 名
学

年

団

体 Ｌ

久
者

一

お ん

F=
ぢ    ひろ    ぇ
地  宏  恵 ① ①

か わ

川
一
崎 こ

子
な
南・ＴＪ

ヵ

一ロ ①

■
■
一

■
■
一

-39-
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中 国 地 区

学 校 名 米子工業高等専門学校

監    督 川 邊   博

コ チ 谷 本 明 逸

マネージャー 上 田 俊 介

男 子 選 手 名

だ■
■~

年

団

体

個 人

複 単

みや    ざさ

宮  崎
あつし

篤 4 ①

由 樹大  上 4 ①

学 校 名 宇部工業高等専門学校

監    督 重 田   安

コ チ 石 り|: 好 夫

マ 不
~ン
ヤ
~ 高 井 美 枝

男 子 選 手 名
学

年

団

体

個 人

複 単

①
は じ も と 1夕 ん こう

晃橋 本 健 5 ○ ①

たが
デ=Fつ 橋

ゆう

祐
さ

樹
たか
ヽ :
Fつ

した

下
れい

怜
し
」
=′t:.ヽ 5 ○

ィ
４
渡

がヽ

壁
|,ん  いら ろう

良β謙 5 ○

た

田

′
`

洋
し

史中 5 ○

+
自

た

田
かず

5 ○

ふ く あヽ

豪
と
l
ノヽ福 井 4 ○

０
０

ち  し  まつ

千 々 松
さ

樹夢 4 ○

学 校 名 呉 工 業 高 等 専 門 学 校

監   督 若 宮 正 明

コ チ

マネージャー

男 子 選 手 名

だ■
」
「

年

団

体

個 人

複 単

も
'.

森
ささ

崎 5 ② ②

とく

徳
だ

田 ,告

ち

5 ②

学 校 名 徳山工業高等専門学校

監   督 櫻 本 逸 男

コ チ

マネージャー

女 子 選 手 名

だ多
■
‐

年

団

体

個 人

複 単

ヨEF

もと

本
ま    さ    こ

真 木 子 5 ①

くら しげ
`,い

蔵  重  慶 子 5 ①

学 校 名 大島商船高等専門学校

監   督 古 本 啓 二

コ チ

?i\-r,r-

女 子 選 手 名
学

年

団

体

個 人

複 単

井 上 .1.

,

子 5 ② ①

なか

中
もと

π 子 5 ② ②
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四 国 地 区

学 校 名 高松工 業高等専 門学 校

監   督 松 原 三 郎

チコ 糸 瀬 智 成

マネージャー 貢 谷 英 司

男 子 選 手 名
学

年

団

体

個 人

複 単

①
¨
裕

」
石
』
原

じ
士 ○ ②

賢
“
森
け
本

じ
司 ○ ② ②

“
秀

ス
福 浜

さ
樹 ○

か
英

″
貫
在
谷

し
司 ○

嘴雄
し
地
ι
千
絆宮

“
介 ○

○

“
達

マ ま

山
レ
下

ろ

●
】
“

○

０
０

新居浜工業高等専門学校

監   督 西 谷 郁 夫

コ チ

マネージャー

男 子 選 手 名
学

年

団

体

個 人

複 単

さ

佐 野

ゆう

雄
ち

5 ①

女 子 選 手 名

だ多
●
~

年

団

体

個 人

複 単

や ま う ち さ

沙 織山 内 5 ① ①

さか

井

しず

静
か

佳,酉
1 ①

学 校 名 詫間電波工業高等専門学校

監   督

コ チ

マネージャー

男 子 選 手 名
学

年

団

体

個 人

複 単

の
野
付
靖

き

樹 ①

に
一九
さ
木
“
大
「
輔 ①

女 子 選 手 名
学

年

団

体

個 人

複 単

や り

野
力
可
を
奈捨 ②

の

■
●
―

い

↓
４
ノ

え

二

一

・つ
―

コ

え
絵
み
美 ②

学 校 名 高知工業高等専門学校

監   督 岸 本 誠

コ チ

マ不―ジヤー

女 子 選 手 名

だ多
●
~

年

団

体

個 人

複

ふし    た     み     お

藤 田 未 央 2 ②
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学 校 名

平 木 弘 一

奥 山 真 吾
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九 州 地 区

学 校 名 有明工業高等専 門学 校

監   督 中 島 洋 典

コ チ

マネージャー

男 子 選 手 名
学

年

団

体

個 人

複 単

よ_し    ,|'V'    うょう    す1,

吉 開 亮 介 ①

女 子 選 手 名
学

年

団

体

個 人

複 単

岡 部 広
な
力
=′ド
2 ②

かさ

柿
のさ

木
うと
フ■

さ

紀 1 ②

学 校 名 八代工業高等専 門学 校

監    督 久保田   智

コ チ 池 直 光

'zi-rr- 洋  子

男 子 選 手 名
学

年

団

体

個 人

1隻 単

その うえ と よ かす

和上 5 ○ ②

石

もと

本
ゆう  し  ろう

雄 治 朗 5 ○ ②

や ま

尾 F可 史山 ○

―
■

田

やす

泰 幸 4 ○

よし
」
=

|よ ら つばさ

原 量 4 ○

緒 方
たく

拓
■●
日え 3

も
'1

盛
た力・ ひ き た ●

[■ ,

4ヽ
1口 , 武 3 ○

かさ

柿 坂
あさ

昭 紀 3 ○
学 校 名 北九州工業高等専門学校

監    督 自 神   宏
コ チ

?i\-r.rr- 陣 山 純

男 子 選 手 名
学

年

団

体

個 人

複 単

矢 幡
しょう し  ろう

将 二 郎 4 ○

や ま きき

崎
たかし

山 注 : 3 ○

や ま だ

田
こう

耕
,`,

輔山 3 ○ ①

くま

1に

まる

丸
だ い

太 3 ○

うえ だ

田
しoん ち

上 浮 2 ○

あ り た

田
とも

友
の 0

紀有 2 ○ ①

お く む ら なお

尚奥 村 仁 2

うら

内
だ

田 裕
かず

和 1 ○

女 子 選 手 名

た多
■
‐

年

団

体

個 人

複 単

の 0

則
もと

π 由 5 ① ②

ふ く も と

福 本 弥
よい

生 2 ① ①

学 校 名 鹿児島工業高等専門学校

監    督 赤 沢 正 治

コ チ

マネージャー

男 子 選 手 名

だ´
■
~

年

団

体

個 人

複 単

ひ ら お か あ き

]ア
τ 1可 旭 洋 5 ②
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栄 光 の 記 録

大会 会場 種  目 1  位 2   位 位

第

回

旭

川

団  体 城 岡

小 林 俊 仁

池    為  弘
(旭  川 )

長 佐  世  保 91 路

個 人
(複 )

山 本 和 徳

平 間 次 男

(宮  城 )

阿 部 順 一

吉 井 正 浩

(苫 小 牧 )

個 人
(単 )

小 林 俊 仁

(旭  川 )

池 為  弘
川 )(旭

本 間 道 英

(長  岡 )

第

回

官

城

団 体 宮    城 旭    川 佐 世 保 長    岡

個 人
(複 )

昆 野 良 久

太 田 博 道

(官  城 ) 城

小  野
松  浦
(宮

裕

勇

)

山

(福

馨

茂  則
井 )

刻ヽ

谷

玉  村
小竹 原

(福

嘉  男
勝  浩
井 )

個 人
(単 )

昆 野 良 久

(宮  城 )

金 山 尚 幸

(高  松 )

馨′」ヽ 山

福( 井 )

裕

城 )

′」ヽ 野

宮(

第

回

福

井

団  体 官 城 長 岡 井福 旭 川

個 人
(複 )

実

外 志 夫

山 )

土  田
土  田
(富

堀  江    定
永 桶 俊 一

(長  岡 )

裕

勇

小  野
松  浦
(官 城 )

大須 賀  弘  行
竹  内    実
(宮  城 )

個 人
(単 )

大 須賀  弘  行
(官  城 )

山 本 憲 幸

(旭  り||)
金 山 尚 幸

(高  松 )
大久 保

(舞
ひ と し

鶴 )

第

四

回

米

子

団 体 長 岡 米 新  居  浜 鶴 岡

個 人
(複 )

中 本 泰 司

山 本 明 良

(米  子 )

山  田
大須賀

(宮

和  彦
弘  行
城 )

田 沢 寿 一

館 山 健 逸

(八  戸 )

涌 井 正 樹

神  田    実
(長  岡 )

個 人
(単 )

中 本 泰 司

(米  子 )

日 野    豊
(新 居 浜 )

砂 野 修 治

(新 居 浜 )

小 竹 原  勝  治
(福  井 )

第

五

回

新

居

浜

団 体 新  居  浜 長 岡 米 子 宮 城

個 人
(複 )

神  田    実
涌 井 正 樹

(長  岡 )

日 野    豊
砂 野 修 治

(新 居 浜 )

田 沢 寿 一

館 山 健 逸

(八  戸 )

大須 賀

工  藤
(宮

弘  行
洋  之
城 )

個 人
(単 )

涌 井 正 樹

(長  岡 )

日 野    豊
(新 居 浜 )

中 本 泰 司

(米  子 )

林 浩 一 郎

岡 )(長

第

回

」ヒ

九

州

団 体 新  居  浜 米 子 宮 城 石 川

個 人
(複 )

自 石 健 司

堀 内 敬 一

(新 居 浜 )

中 野 浩 之

酒 井 充 英

(石  りII)

林

岡  村
(長

浩 一 郎

孝  生
岡 )

小 野 隆 則

小  島    克
(北 九 州 )

個 人
(単 )

林 浩 一 郎

岡 )(長
中 本 泰 司

(米  子 )

山 本 明 良

(米  子 )

蜂 谷

茨 城

川頁

( )

第

七

回

奈

良

団 体 石 川 米 子 知 福 島

個 人
(複 )

酒

中

南

平 沢

福

井  充  英
松  章  一
石  り||)

博 南

康

貝」

井

福

康

井

B召

)

伊  藤    浩
岡 村 孝 生

(長  岡 )

広 原 洋 司

小 室 勤 三

(茨  城 )

個 人
(単 )

見

茨 城

正
」=

( )

山 根 直 樹

(津  山 )

第

八

回

東

只

団 体 福

広 原 洋 司

小 室 勤 三

(茨  城 )

坂  井  政
前  田  栄
(富  山 )

彦

造

長 岡 山

個 人
(複 )

小 田 高 博

北  村    竜
(高  知 )

鶴 田 浩 康

秋  山    享
(新 居 浜 )

個 人
(単 )

′」ヽ 田

高

高

知

博

( )

山 根 直 樹

(津  山 )

小  谷  清  史
(米  子 )

中 西 英 夫

(東  京 )

第

九

回

苫

イヽ

牧

団 体 福 島 新  居  浜 川旭 東 宗

個 人
(複 )

大 場 岳 史

田 口 義 紀

(仙 台 電 波 ) 岡

大  田
阿  部
(鶴

海

浩

)

城 戸 吉 己

秋  山    亨
(新 居 浜 )

中 西 英 夫

福 田 正 宏

(東  京 )

個 人
(単 )

黒 沢 勝 敏

(福  島 )

飯 塚 俊 三

(福  島 )

酒  井  謙
(福   島 )

秋  山    亨
(新 居 浜 )

宮

子

小  田  高
(高  知

)

)(

島  1  新  居  浜
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大会 会場 種  目 1  位 2   イ立 位

第

十

回

福

島

団  体 福 島 新  居  浜 佐  世  保 旭 川

個 人
(複 )

酒 井 謙 一

黒 沢 勝 敏

(福   島 )

飯

薄

塚

葉

福

俊

島

17

( )

中 西 英 夫

福 田 正 宏

(東  京 )

田 中 博 幸

山 口   1誠 :

(佐 世 保 )

個 人
(単 )

黒 沢 勝 敏

(福  島 )

飯 塚 俊 三

(福  島 )

井 出 利 秀

(佐 世 保 )
渡 邊

佐

清

保

隆

( 世 )

第
十

回

0ヽ
,p

鹿

団 体 佐  世  保 茨 城 IF 山 都  立  工

個 人
(複 )

井 出 利 秀

渡 邊 清 隆

(佐 世 保 )

西 田 光 宏

谷 本 直 文

(高  知 )

金 浦 新 吾

横 井 善 充

(新 居 浜 )

薄  葉
福  田
(福

淳

健 太 郎

島 )

個 人
(単 )

井 出 利 秀

(佐 世 保 )

渡 邊 清 隆

(佐 世 保 )

葉

福 島

1'′

( )

堀 部 豊 美

(苫 小 牧 )

第
十

回

津

山

団 体 佐  世  保 熊 本 電 波 都  立  工 福 ″t

個 人
(複 )

六 嘉 孝 信

郷    健 太 郎
(熊 本 電 波 )

堀 込 竜 也

元 吉 光 一

(都 立 工 )
下

(佐 世 保 )

勉

聡

辻

木

西  村    雄
渡 邊 清 隆

(佐 世 保 )

個 人
(単 )

渡 邊 清 隆

(佐 世 保 )

元 吉 光 一

(都 立 工 )
細  り|1 智  之
(奈  良 )

田  中 真
(宇  部 )

第
十

回

新

居

浜

団  体 佐  世  保 熊 本 電 波 島福 山

個 人
(複 )

渡 邊 清 隆

演 野 達 矢

(佐 世 保 )

野 原 嘉 親

作 内 宗 明

(富  山 )

林    利  和
樋 口 三 明

(新 居 浜 )

若 林 政 昭

楢 原 健 蔵

(神 戸 市 立 )

個 人
(単 )

渡 邊 清 隆

(佐 世 保 )

久 保 正 高

(高  知 )

本 木    実
(熊 本 電 波 )

,1 藤

秋 田

,■

( )

第

十

四

回

育ヒ

本

団 体 熊 本 電 波 it 界 島 新  居  浜

男

　

　

子

個 人
(複 )

中 島 信 頼

坂 巻 五 郎

(東  京 )

上 野 敏 弘

本  木    実
(熊 本 電 波 )

高 畑 憲 明

持 本 治 幸

(  呉  )

高  畠
蔵  本
(石
茂

川 )

剛

雄

個 人
(単 )

中 島 信 頼

(東  京 )

本  木    実
(熊 本 電 波 )

田 中 史 八

(旭  り||)
高 畑 憲

呉

明

( )

女

　

　

子

個 人
(複 )

小 野 祐 里

三 原 久 美

(新 居 浜 )

安 藤 里 美

新 宅 博 子

(奈  良 )

松  原
斉  藤
(旭

ゆか り

早智子

川 )

律  子
由 紀
関 )

中

及

オf

川

(

個 人
(単 )

松  原  ゆ か り
(旭  川 )

上 野 真 奈

(高  知 )

酒 本 亜 希 子

(津  山 )

安 藤 里 美

(奈  良 )

第

十

五

回

神

戸

団  体 福 島 石 川 旭 川 宇 部

男

　

　

子

個 人
(複 )

井 上 晃 志

井 上 大 輔

(新 居 浜 )

田 尻 真 一

紫 垣 竜 一

(熊 本 電 波 )

小 西 貴 生

松 尾 富 雄

(石  川 )

松 尾 勝 司

鎌  田   聡
(苫 小 牧 )

個 人
(単 )

中 村 一 義

(福  島 )

蔵 本 茂 雄

(石  川 )
田 尻 真 一

(熊 本 電 波 )

安 藤

奈 良

毅

( )

女

　

　

子

個 人
(複 )

安 藤 里 美

新 宅 博 子

(奈  良 )

野

原

新

祐

久

浜

′
lヽ

1ll

■

松 原

旭

ゆ

川

居

(

カ り

)

石 橋 友 加

平 田 宏 美

(有  明 )

斉  藤
松  原
(旭

卓智子

ゆか り

川 )

個 人
(単 )

安 藤 里 美

(奈  良 )

上 野 真 奈

(高  知 )

平 尾 な み

(高  知 )

第

十

回

茨

城

団  体 宇 部 苫  小  牧 島 新  居  浜

男

　

　

子

個 人
(複 )

立 石 健 一

城 戸 幸 信

(有  明 )

本 田 秀 一

松  原    輝
(長  岡 )

小  笹    優
渡 辺 秀 樹

(福  島 )

井 上 大 輔

宮 本 誠 司

(新 居 浜 )
個 人
(単 )

安 藤

奈 良

毅

( )

塩 見 浩 二

(新 居 浜 )

松 岡 利 幸

(宇  部 )

ルデイ・ハンジャヤ

(鈴  鹿 )

女

　

　

子

個 人
(複 )

泉

築  城
(奈

真 由 美

久 美 子

良 )

三 次 真 美

紫 垣 智 美

(熊 本 電 波 )

平 田 宏 美

宮 木 理 恵

(有  明 )

三 條  公美子
高 橋 千 春

(苫 小 牧 )
個 人
(単 )

平 田 宏 美

(有  明 )

紫 垣 智 美

(熊 本 電 波 )

松  原  ゆか り
(旭  り||)

谷 智  美
(  呉  )
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大会 会場 種  目 1  位 2   イ立 位

第

十

七

回

米

子

団 体 字
ケ
; 有 明 岡長 奈 良

男

　

　

子

個 人
(複 )

安  藤    毅
岸 谷 征 典

(奈  良 )

松 尾 勝 司

鎌  田   聡
(苫 小 牧 )

立 石 健 一

城 戸 幸 信

(有  明 )

松  原
高  橋
(長 岡

輝

章

)

個 人
(単 )

安 藤

奈 良

毅

( )

高 橋

長 岡

章

( )

安  田  春
(高  松 )

牧 嶋 隆 光

(有  明 )

女

　

　

子

個 人
(複 )

泉

築  城
(奈

真 由 美

久 美 子

良 )

高 橋 千 春

戸子 台  明 日香
(苫 小 牧 )

岩  佐
稲  田
(米

美  佳
真 由 子

子 )

福  島
渡  辺
(石

千  夏
真 由子

川 )

個 人
(単 )

泉

(奈
真 由美

良 )

松  原  ゆ か り
(旭  川|)

青  山  美 由 紀
(秋  田 )

稲  田 真 由子
(米  子 )

第

十

八

回

八

戸

団 体 苫  小  牧 有 佐  世  保 福 島

男

　

　

子

個 人
(複 )

福 家 信 洋

山 口 真 治

(奈  良 )

鎌  田   聡
井 ロ ー 行

(苫 小 牧 )

板 橋 淳 一

古 橋    健
(仙 台 電 波 )

磯 部 貴 弘

境   博  明
(富  山 )

個 人
(単 )

エディ・スウェイト

(久 留 米 )

高 橋

長 岡

章

( )

鈴 木 直 人

(福  島 )
福 家 信 洋

(奈  良 )

女

　

　

　

子

個 人
(複 )

平 田 宏 美

永 松 瑞 穂

(有   明 )

松  原
楠  野
(旭

ゆ か り

由 佳
川 )

伊  藤
大 久保

(宮

寿  子
範  子
城 )

真 由 美

久 美 子

良 )

泉

築 城
(奈

個 人
(単 )

紫 垣 智 美

(熊 本電 波 )

永 松 瑞 穂

(有  明 )

泉   真由美
(奈  良 )

鴨 り|1 奈 緒
(東  京 )

第

十

九

回

舞

鶴

団 体 奈 良 函 館 北  九  州 呉

男

　

　

子

個 人
(複 )

三二

健

浅  野  慎
古  橋
(仙 台 電 波 )

江 本 智 彦

小 池 幸 裕

(宮  城 )

前  田
園  田
(人

孝  彦
高  士
代 )

下 田 託 郎

小  り|1   修
(苫 小 牧 )

個 人
(単 )

古 橋    健
(仙 台電 波 )

本  山 宏
呉

土

( )

福 家 信 洋

(奈  良 )

橋

長 岡

章

( )

女

　

　

子

個 人
(複 )

平 田 宏 美

永 松 瑞 穂

(有  明 )

稲  田
佐  藤
(米

真 由 子

久  美
子 )

植 松 悦 子

塩 崎 雪 乃

(新 居 浜 )

伊  藤
大久保

(宮

寿  子
範  子
城 )

個 人
(単 )

紫 垣 智 美

(熊 本 電 波 )

永 松 瑞 穂

(有  明 )

稲  田  真 由子
(米  子 )

鴨  りll 奈  緒
(東  京 )

第

十

回

大

分

団 体 ノヽ 代 宇 部 旭 川 佐  世  保

男

　

　

　

子

個 人
(複 )

江 本 智 彦

小 池 幸 裕

(宮  城 )

福 家 信 洋

山 口 真 治

(奈  良 )

宮 崎 宏 志

川  田  恵  寛
(宇   部 )

渡 邊 泰 彦

高 橋 正 三

(函  館 )

個 人
(単 ) (北 九 州 )

甲 斐 義 樹 宮 崎 宏 志

(宇  部 )

伊 藤 聖 幸

(秋  田 )
小 池 幸 裕

(宮  城 )

女

　

　

子

個 人
(複 )

森 崎 優 子

富 田 祐 加

(人  代 )

渡  辺
稲  沢
(石

真 由子

理  代
川 )

鴨  川
川  畑
(東

奈  緒
千  尋
京 )

高 橋 千 春

戸子 台  明 日香
(苫 小 牧 )

個 人
(単 )

紫 垣 智 美

(熊 本 電 波 )

楠 野 由 佳

(旭  川 )

稲 沢 理 代

(石   りII)
堀 内 智 美

(都  城 )

第

十

回

岐

阜

団 体 ノヽ 代 仙 台 電 波 苫  小  牧 呉

男

　

　

子

個 人
(複 )

澤 田 浩 介

横  山    弘
(高  知 )

斯 波 順 一

斉  藤  太 賀 哉
(東 京 都 立 )

板 橋 明 智

吉 開 発 介

(有  明 )

安 藤 俊 雄

鹿 屋 啓 一

(詫 問電 波 )

個 人
(単 )

堺 博

山

1月

( )

今 村 悦 郎

(新 居 浜 )

大 江 裕 介

(岐  阜 )
仲 山 久 也

(苫 小 牧 )

女

　

　

　

子

個 人
(複 )

鴨

川

(

川

畑

東

奈  緒
千  尋
京 )

富 田 祐 加

森 崎 優 子

(八  代 )

渡  辺
稲  沢
(石

真 由子

理  代
川 )

中 野  裕 貴枝
田 中 香 織

(新 居 浜 )

個 人
(単 )

鴨  り|1 奈  緒
(東  京 )

山 内 沙 織

(新 居 浜 )

堀 内 智 美

(都  城 )
楠 野 由 佳

(旭  り||)
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大会 会場 種 ll 1  位 2   イ立 位

第

十

回

八

王

子

団 体 八 代 高 力| |'1.
宮 城

男

　
　
　

子

個 人
(複 )

鈴 木 崇 史

菅 原 彰 則

(宮  城 )

園  上
岩  本
(八

豊  和
雄 治 朗

代 )

澤 田 浩 介

横  山   弘
(高  知 )

齋  藤
鈴  木
(都

太 賀 哉

文 二 郎

立 )

個 人
(単 )

成 毛 章 容

(東  京 )

滝 澤 貴 志

(旭  り||)
横 山

高

弘

( 知 )

澤 田 浩 介

(高  知 )

女

　

　

子

個 人
(複 )

堀 内 智 美

臼 井 真 美

(都  城 )

鈴 木 瑞 恵

山 内 沙 織

(新 居 浜 )

東

稲  沢
(石

生  恵
理  代
川 )

川 畑  千  尋
林   美紀子
(東  京 )

個 人
(単 )

堀 内 智 美

(都  城 )

山 内 沙 織

(新 居 浜 )

稲 沢 理 代

(石  りll)
東    久美子
(鹿 児 島 )

第

十

回

南

国

団  体 」ヒ  ノL  ll 東 京 仙 台 電 波 新  居  浜

男

　

　

子

個 人
(複 )

山 田 耕 輔

有 田 友 紀

(北 九 州 )

板  橋
吉  開
(有

明  智
亮  介
明 )

大 上 真 樹

宮  崎    篤
(米   子 )

成 毛 章 容

川 路  武  司
(東   京 )

個 人
(単 )

成  毛
(東

章  容
京 )

横  山
(高

弘

知 )

宮  崎
(米 子 )

園  上
(ノヽ

豊  和
代 )

女

　

　

子

個 人
(複 )

則 元 由 美

福 本 弥 生

(北 九 州 )

堀 内 智 美

臼 井 真 美

(都   城 )

隠 地 宏 恵

川 崎  可 奈子
(奈   良 )

川  畑  千  尋
大 山 美 香

(東   京 )
個 人
(単 )

福 本 弥 生

(北 九 州 )

則 元 由 美

(北 九 州 )

山 内 沙 織

(新 居 浜 )

岡  田
(秋

真 理 子

田 )

第

十

四

回

函

館

団 体

男

　

　

子

個 人
(複 )

個 人
(単 )

女

　

　

　

子

個 人
(複 )

個 人
(単 )
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競技成績記録用紙

=団 体戦 =

試合も ( )高専 対 ( )高専

D ( )

「
~~

l

|

|

L ]
( )

Sl /

ヽ )

「
~

l

|

|

L ]
( )

S2 ′

ヽ
ヽ

ノ

「

~
l

l

l

L

~¬

」( )

試合NQ ( )高専 対 ( )高専
「
~

l

|

|

L

¬

」D (
ヽ
ノ (

ヽ

ノ

「
~~

l

|

|

L

‐~1

」Sl ( ) (
ヽ
ノ

S2 ( )

[

~~1

」( )

試合間 )高専 対 ( )高専

[

｀
¬

」D ( ) ( )

Sl ( )
「

[

‐~1

」( )

[

~~1

」S2 ( ) ( )

試合ヽ ( )高専 対 ( )高専

「
L

‐
¬

」D ( ) ( )

Sl ( )

「
~~

l

|

|

L

‐
¬

」( )

( )

「
~~

|

|

|

L

( )
S2

~~1

」
-47-



=個 人戦 =

ヽ 選  手  名 ス コ   ア 選  手  名

「
~~

l

|

|

L

¬

」) (

「

~
l

l

l

L

~~1

」) (

「
~

l

|

|

L

~~1

」
ヽ
1

ノ (

「
~

l

|

|

L

~~1

」
ヽ

ノ (

「
~~

1

1

I

L

~~1

」
ヽ
ノ (

「
~

l

|

|

L

‐
¬

」) (

[

~~1

」) (

[

~~1

」) (

[

¬

」) (

[

~~1

」) (

[

~~1

」(
「
L

¬
|

|

|

」
) (

「
~~

l

|

|

L

‐
¬

」) (

■
■
■
■
■
■

■
■
■

-48-



会 場 案 内 図
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第35回 全国高等専門学校体育大会
広 告 目 次

株 式 会 社 今 井 工 務 店

株 式 会 社 エ ス イ ー シ ー

加 藤 組 土 建 株 式 会 社

函館エヌ・デー・ケー株式会社

株 式 会 社 松 本 組

み ぞ ぐ ち 事 業 株 式 会 社

株 式 会 社 メ デ ッ ク

及 明 ビ ル 管 理 株 式 会 社

タ ク マ 汎 用 機 械 株 式 会 社

株 式 会 社 テ ク ノ ス コ ー ワ

株 式 会 社 東 和 電 機 製 作 所

株式会社日本旅行北海道函館支店

函館三菱 自動車販売株式会社

函館三菱ふそう自動車販売株式会社

有 限 会 社 森 文 化 堂

株 式 会 社 石 井 組

株 式 会 社 石 田 文 具

株 式 会 社 小 野 寺 商 事

株 式 会 社 近 藤 商 会

ス エ ヒ ロ事 務 機 株 式 会 社

ハ イ テ ッ ク 株 式 会 社

半 田 機 械 器 具 株 式 会 社

ヤ マ ト 運 輸 株 式 会 社
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高い技術力で公共施設から

高層マンションまで柔軟に対応。BUl Dr フNζ
ヽ

建築) ｒヽ０「・ ．　
　
´
，

菫詢はその使用目的によって.さまざまに分類されまt

今丼工務店は.お客様の目的とニーズに合わせた建物を.公共施設 .

商業薦餃.一般住宅.高層マンションまで.高い技術力で菫菫じ,t
‘́
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主ふ〕 私たちが暮らす街が快遭で健やかであるためには、

豊かな経験に薔ついた甚腱づくりが必要でt
今丼工務店は衝づくりの■礎である住宅遺威工事を中心に

各種土木工事を数多く行っています.

・̀'`
● ″

イ

, 
´

Ⅲ 住宅地や商業施設を
トータルにプランエング。

、 ヽ

D EV E 0 P E Ff

企画事業 ,〔
今丼工務店では長年の実績と経験を■に .

住宅地や商業施設の基本編想のトータルなプランニングを行っています

もちろん.後行程も含めて崚工・引漱まで責任を持って作業していまt

常にお客様のニーズに応える

総含建設業のために。

聾今丼工務店
本  社 〒041‐ 0824函 館市西枯榎町849番地の22 TEL(0138)48‐ 5544 FAX(0138)48‐7080
札幌支店 〒∞3‐0836札幌市自石区北郷6条4丁目4番 12号 TEL(011)8748333 FAX(011)874‐ 8376
松前支店 〒

“

9‐ 1512松 前郡松前町字福山 l11番 地 TEL(01394)2‐ 2551 FAX(01394)2‐3366

住宅地造成工事を中心に

暮らしの確かな基礎づくり。



SEC株式会をェスイーシー
′雇勤行へ孵 オる劇 鰹確認饉省

●情報通信分野の設計開発事業で急成長

移動体通信ネットワークや統合デジタル通信ネットワーク(ISDN)の拡大に伴い、その基盤となる

携帯端末・基地局・次世代光交換機に伴うソフト・ハード・ファームウェアの設計開発や最先端
の情報通信の設計開発事業が急速に拡大しています。(平成 12年 4月 新入社員38名入社)

従 業 員 数
名

600

500

400

300

200
1995■ F 19963● 1997¬F 1998■ F 19993●

売 上 高
● 円

70

60

50

40

30

20
1995日
「  1996■「  1997■「  1998■「  1999黎 F

●最先端の設計開発環境を函館・札幌で実現
○最新鋭のワークステーションやLANに よるスピーディ・パワフルな設計開発環境
○インターネットやテレビ会議システムの導入により、タイムラグを克服したテレコミュニケーション

“スター1000"一人一人の輝く個性を発揮
する1,000名体制の技術集団を創造します

道内ソフト会社 売上高ランキング 5位

情報通信分野の豊富な経験者を求めています。一通年採用実施中一

◎汎用交換機、局用交換機、移動体通信システム等のハード・フォーム・ソフト設計開発経験者

◎ISDN、 WCDMA、 IP関連、光制御などの経験者
◎UNIX、 C、 C++、 ワークステーションでの設計開発経験者

実力評価で高給待遇

函館高専卒業生 55名 在籍 (全従業員 550名 )

株 式会 社  エ スイ ー シー
■本社 〒040-8632   函館市末広町22-1 ニューメディアビル
●経 営 管 理 本 部   TEL:0138-22-7188(代) FAX:0138-27-6814
●情報通信事業本部   TEL:0138-23-5433(代) FAX:0138-23-5455

□札 幌 シ ス テ ム セ ン タ ー   TEL:011‐ 640‐7787(代 )FAX:011-640-7786
□我孫子 システムセ ンター  TEL:0471-83-4045(代 ) FAX:0471-83-4046

■会社概要

◇代 表 者/代表取締役社長 沼崎 弥太郎 ◇創 業/1969年 10月
◇従業員数/570名            ◇売上高/71億円(平成11年度)
■業務内容

◇情報通信 :ハード(LSI、 PKG)・ ファーム・ソフトウェアの設計開発

◇情報処理 :受託計算・インターネット・LAN・ コンピュータ及び関連機器、通信機器、システムの販売

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~¬
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■カモノハン

哺■●単孔ロカモノハシ科、卵生の
哺乳類という、一■―この希少働物。
カモのようなくちばしをもつため.この

名前′ついた。

00加藤網主建株式会社
URL ht● ://www kato‐gumi.co,p/

本 社/〒 040‐∞30画館市千燿町0■2号 個□(0103)23-7101脚 (0'“)26-69∞
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オ
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ラ
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ア
に
生
忠
す
る
カ
モ
ノ
ハ
シ
は
、

泳
ぎ
が
上
手
な
だ
け
で
は
な
く
、地
下
に
ト
ン
ネ
ル
を
掘
っ
て

巣
穴
を
つ
く
る
と
い
う
、
多
彩
な
能
力
の
持
ち
主
で
す
。

そ
の
ト
ン
ネ
ル
の
構
造
は
複
雑
で
、自
落
を
防
ぐ
た
め
に

上
が
し
っ
か
り
と
固
定
さ
れ
た
木
の
根
の
下
を
、

屈
曲
し
な
が
ら
掘
り
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、産
卵
期
に
は
巣
穴
よ
り
も
さ
ら
に
長
い
ト
ン
ネ
ル
を
撮
り
、

ア
シ
の
葉
な
ど
を
し
き
つ
め
た
産
室
を
つ
く
り
ま
す
。

産
室
の
安
全
を
守
る
た
め
、

そ
の
入
口
に
は
「プ
ラ
グ
」
と
呼
ば
れ
る
土
の
量
を
つ
く
り

天
敵
の
優
入
を
防
い
で
い
ま
す
。

カ
モ
ノ
ハ
シ
は
い
わ
ば
、
自
然
と
い
う
環
境
を
上
手
に
利
用
す
る

り
っ
ば
な
土
木
技
術
者
と
い
え
ま
す
。

私
た
ち
加
藤
組
土
建
も
、来
る
べ
き
２１
世
紀
に
向
け

人
と
自
然
と
の
共
生
を
深
く
考
え
、よ
り
快
適
な
環
境
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
が
土
木
技
術
の
原
点
だ
か
ら
で
す
。
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●□042-0958 函館市鈴蘭丘町(3番‐地6(3  ■ 0138-32-3創 1 [□ 0138-31-9391●

世界をステージに、
NDKの技術が広がります。

ヽ
ヽ

イ
ン

また現在では、海外からの高い評価に

応えて、北米、欧州、東南アジア地域

にも積極的に拠点を配置するなど、世

界のリーディングカンパニーとしての

ネットワークづくりも着々と進行中。

そしてNDKの今日を築いた技術力向
上へのたゆまぬ努力をさらに推し進め、

社員一人ひとりの人間的成長とともに、

21世紀へ向けて走りつづけます。
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エレクトロニクス機器には欠かすことのできない “水晶"の専門メーカー
として、いちはやく腕時計水晶振動子の開発をはじめとする数々の新技術

を切り拓き、あらゆる最先端産業の発展を支えてきたNDK。 その技術力
と信頼性の高さは、海上保安庁、防衛庁、警察庁、宇宙開発事業団などの

指定メーカーに選ばれた事実が証明しています。
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新しい時代を創るために O・ ・

・・・新しい技術を求めて
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長万部町国縫〈ワイングラス型〉漁港

〈総 合 建 設 業》

株式会社

代表取締役会長 松 本 演 之

代 表 取 締 役 社 長
宮 部 英

一

館市吉川町4番30号            0(0138)42-7131
幌市北区北40条西4丁目2番7号 (札幌N40ビル5F)a(011)757-8181

京都港区新橋4丁目25番6号 (ヤスヰビル2・5F)壼 (03)5401つ 511

松 ●
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札幌支

東京支
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物 流 事 業

ぐ～んとのびる“のっぱ君で"らくらく引越し

高い建物での引越しが簡単・スピーディー

大切な家具や荷物を守ります′

重量品作業の

プロ集団 .′ .′

重量品の運搬・据付
安全、スピーディー

土木・建築 工事 、コンク リー ト製 品の製造 事業

お気軽に御相談下さい′′

は
こ
ぶ
、
つ
く
る
、
そ
し
て
　
利
用
す
る
。

さ
ら
に
、
そ
の
向
こ
う
へ
。

釣 り餌製造販売事業 (イ カの ゴロわた再利用 )

地球環境に貢献 ′′

じゃまものとされてきた、イカゴロ

が入れ喰餌に変身′

環 境 事 業

産業廃棄物のことなら

おまかせ下さい。′′

「人・もの・心のネットワーク」

函館本社 〒040-0076 函館市浅野町 5番 3号
TEL(0138)45-0810

(室蘭営業所・札幌営業所・美唄作業所 ) φつほ君
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みぞぐち事業株式会社
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装置エンジエアリング

精密機械加工 0組立

アプリケーションソフト

産業用機器販売

〈∪ターン随時募集中〉

�
B2-2000T

IC製造用ポード挿抜機

式
社
株
会

〒

“

2-0958函 館 市 鈴 蘭 丘 町 3番 地 133
TEL(0138)52-9775n・ FA X(0138)52-9637
〒∞3-0832札 幌市白6区北郷2条 11丁目4番 5号
TEL(011)875-7801:0・ FA X(011)875-7803
〒010-1638秋 田 市 新 屋 表 町 6番 17号
TEL(018)888-3225“ 0・ FAX(018)828-0333

スデ″グ
p 本  社

札幌営業所

秋田営業所
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及明ビル管理株式会社

清 掃・警 備・機械警備・綜 合管理

=口
rJJurコ

タクマのポイラ13
コスト・パフズーマンスがすくれています
●品質●性能 0機能●安全性
●耐久性●保守●管理●運転性

REボfラ FII
蒸発■ :2,400～ 7.200kg/h

燃 料 :灯油・A重油・″ス

■賃流ポイラ

」「」「 1ロッ

`口

:ス TW コロ拓ulMIロ
本   '1兵 朦県尼田市全豪寺町 2・ 2・ 33(タ クマビル )

日饉 (06)0430・2233 FAX(o6)04“・0〕 〕5

豪京菫餃 興F●輌嘔g`田 ■■ ,28・ 10(三 ●ビル )
●

“

く03)3209-3281 FAX(03)320,-011'

ヽ
"支
8礼 曖市中央区大●● 5・ 11(大 五ビル)
●

“

(011)231-3001 FAX(011)23'3856

9ra'fi.frtfrffi#L*41 .33nFfio, aElrnt>7r>^E<

蒸発量 :500～ 2.000kg/h

燃 ホ+:灯 油・A菫油・″ス

全国ネットのアフター,―ビスを実施

041-0851函 館 市 本 通 1丁 目 5番 13号
TEL 53-6037 FAX 53-4839

総務部 TEL 31-5081 FAX 31-5082

口炉筒煙管式
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0041・0821 函館市港町3丁目4番 2号
代表取締役社長 尾越 和子

841‐65431  FAX41‐ 31()1(北大水産学部横円向い)

http:〃tekunosukowa.dish.ne.jp

化学試薬・臨床試薬・理化掌器械 0倉 護用品

薬局調剤室のトータルコーデイネ“ト

にして

技術開発に

心 を rl, せて努力し、前進する。
私たちは、制作を通して

お客さまに役立ち

喜んでいただけるものを

真剣に考え、提案していく。

株式会社 東 和 電 機 製 作 所
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21世紀0医療・環境0福祉0充実a・・

併設

指定居宅介護支援事業所 ノヽ一モニー 841-0011

指定福祉用具貸与事業所テクノスコーワ ライフケア事業部



どこへ行こうか.そこから旅は始まる。
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曰常を忘れて

4×物|こ出会いたい。

旅 |ま自分から

行 かな<ちや。
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く日オ席夕″藩層
函館支店

〒040-0063 函館市若松町 5-12  丁EL 0138-23-4201

ひとつ上いくヒロビロディオン

いい買い物

三菱自動車

´

いいもの Orく

誕生。

ナンパー

列シート

人乗り
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●中央曽業所/函館市 亀 田本町 61番 16号
●清川曽彙所/函館市湯川町 3丁 目2書5号

●(0138)4レ 1111●八雲曽業所/山越郡八雲町東雲町 17■18号
●(0133)57●4″I●サービスセンター/函館市万代町22■20号

0(01376)2-4340
●(0!“ )41-2131
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Heart-Beat Motors

H口ヽヽ日
`,{I HOTORS

www.mibubishi-motors.cojp
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一 動車販売(株 )
本社/函館市美原3丁目13番23号 0(01田)47-7111(Ю
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くらべて選べば、ふそうの中型。
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ビジネスを知 っている、トラックを知 っている。三 菱 FUSO

IIealt‐ IBeat i卜 4btors
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方 面 公 安 ● ‐ 3"定

道 南 自 動 車 学 校

B曰函館三菱ふそう自動車 売株式会社  〒041●812函館市昭和3-32-26L(0138)● 2-1122

ページの中に広がる新しい世界。そして出会い。

あなた自身の宇宙をよリワイドにしてくれる。

嬉しい一冊を森文化堂でお求め下さい。
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営業〉8 時

亀田本町店/カ 10・′ 41-7ハ ラ
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Isiigumi Corporation
To the World Standard Construction Industry

of Hokkaido

羊新するフィールドのえ、世界標準を目指 し

株式会社 石 丼 饂
代表取締役 石 井 員

〒041-0013  1-9 Tlyodalcho llakodate― city HOkkaldo
′
「
EL0138-51-7266 Fax0138-51-7280 EIIlail:head― office01sllgurnl.co.,p

石田文具は、文具用品から事務用品 OA機器まで

豊富な品揃え、多くの世代のさまざまな

ニーズにお応えしていまt

営業時間

′ヽ

●万口文1具
平 日/午前8時～午後9時迄

日・祝/午前9時～午後8時迄
千年軍〕
1無休 |

上磯町七重浜2丁 目45-5

TEL(0138)49-3171〔υ・FA X(0138)49-3271

OA機器全般
事務機器・ スチール製品・製図機器

測量機器・教育機器・文具・印刷全般

鯛小野寺商事
函館市五稜郭町18番 3号

丁 EL

FAX
5′ -5gr4(代表)
5′ -5933



事務機器・事務用品・視聴覚機器 0パソコン機器・教科教材教具・体育器具

〇雲 互藤商会

本t店 0041-0824函 館市西結梗町589番地 (流通センター)
TEL(0138)49-33 1 1(代 ) FAX(0138)49-33 i 0

(0051-0025)室 蘭 市 常 盤 町 6番 17号 TEL(01爛鯰2-9331(代 )
(0053-0021)苫 小牧市若草町 1丁目1番23号  TEL(014)36-3311(代 )

取締役会長

取締役社長

池 見

相 川

店

店
支
岐
蘭
“
室

苫

FAX(0143)22-9339

FAX(0140,36-3223

デジタルコピー ・ 各社パソコン ・ 周辺機器
スチール家具 ・ 事務機構 ・ 事務用品
製図用品 ・ 測量機器 ・ 印刷一般

スエヒロ事務機株式会社
〒040-0073 函 1館 市 1宮 前 町'3 0番 1 号

電語 〔0138)代表 42-3176番
フアックス 42-3170番

函館市富岡町2丁 目4番 21号 TeL 0138-40‐3891
e― Inail:hitec@hakOdate.OroJp  Fax.0138-40-3869

めぐテツタ鵬虎8魃

a⌒   」L⌒ ⌒ 」

コンピユータのことならお電話下さい 40口‐・3391
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技術と信頼のネットワーク



羊口模機器具株式合
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上下水道機材・暖房設備機器・産業機械・食品製造機械・土木建築機材

産業機材販売,施工 綜含商社
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愛と荷物のあるかぎり。
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ヤマト運輸

第35回 全国高等専門学校体育大会

ご協力ありがとう
ございます。

●

"

)〕

本 社函館市西桔梗町589番 地 124・ TEL(0138)49-11550
FAX(0138)49-3189

札幌支店札幌市自石区菊水9条 2丁目3番 1号・TEL(OH)813-22100
FAX(011)821-6495
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協賛団体一覧

株  式 社 石 井 組

〔五 |‐却|1貞 〕
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」じ毎道1画ヨ食宙市千イ・t台町 1-9

株 式 社 エ ス イ ヽ ′
/

」じ毎道函館市末広町22-1

加 藤 組 土 建 株 式 会 社

」じ毎道
.函

館市千歳町3-2

株  式 社 工 藤 組
△
7=

ヨじ毎道函館市梁川町5-4

△
7=

株  式 社 管 製 作 所

上磯郡上磯町追分 3丁 目2-2

△

==

株  式 社 菅 原 組

」じ毎道函館市赤川町 199-7

△
7=

有  限 社  テ  ク  ス△
7=

北海道函館市鈴蘭丘町3-133

株 式 会 社 東 和 電 機 製 作 所

」じ毎道函館市吉川町6-29

△
7= 社 徳 建 設株  式
」じ毎道画ヨ倉宙市ヨヨ京1-45-6



株 式 会 社 NalTO室 蘭 営 業 所
1じ毎道室庸i市東:町 2-17-14

函館エヌ 0デ ー・ケー株式会社
北海道函館市鈴蘭丘町3-63

函 館 電 子 株 式 会 社

」じ毎道函館市亀田本町67-30

松江エ ンジニア リング株式会社

」じ毎道亀田郡七飯町字中島 1-20

美和電気工業株式会社函館出張所

」じ毎道函館市宮前町29-3 函館不動産会館ビル

株 式 会 社 メ デ ッ ク

」じ鶴首函館市鈴蘭丘町3-133

△
〓
」麟哺首藤i官自i市杉V三田T3-13

△
ム

」じ毎道函館市港町1-36-11

rコ

山 式食 株 社

有  限 社 森 文 化 堂

ロロ

函 館 工 業 高 等 専 門学 校 育 成 会

」じ毎道函館市戸倉町14-1

函館 工 業 高等 専 門学校 同窓会

ヨじ毎道函館市戸倉町 14-1
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大会スローガン
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シンボルマーク
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